
八幡堀界隈

知って得して、見て得して、町の歴史

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

応
募
〆
切
2
0
1
9
年 

2
月
10
日 

必
着

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
3
年
の
道
の
り

　
江
戸
後
期
の
産
科
医
。
本
名
は
最
上
、
名
は
義
博
。
現
在
の
近
江
八
幡
市
池
田
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

先
祖
は
清
和
源
氏
よ
り
出
て
、
元
亀
、
天
正
の
頃
、
最
上
家
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
最
上
義
光
の
孫
、
三
十
世
義
俊
は
幼

く
し
て
世
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
子
義
智
は
時
に
二
才
、
し
か
も
成
人
後
も
何
の
沙
汰
も
な
く
徳
川
家
の
陰
謀
の
犠
牲

と
な
り
、
羽
州
最
大
の
大
名
で
あ
る
最
上
家
の
家
臣
は
、
浪
人
と
な
っ
て
諸
方
に
四
散
し
ま
し
た
。
義
智
の
庶
子
に
義
晴

が
い
て
、生
母
は
周
防
勝
助
の
娘
で
、彼
は
幼
少
よ
り
母
の
里
方
の
周
防
家
に
養
育
さ
れ
医
を
学
ん
で
之
を
業
と
し
ま
し
た
。

　
元
禄
の
頃
、
初
代
は
八
幡
町
池
田
町
五
丁
目
に
居
を
構
え
て
開
業
し
ま
し
た
。
同
町
四
丁
目
の
薬
屋
五
兵
衛
と
は
家
も

近
く
日
夕
往
来
し
て
親
族
の
交
わ
り
を
重
ね
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
医
術
に
秀
で
日
々
に
そ
の
名
声
は
拡
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
彼
に
一
男
一
女
あ
り
、
長
男
勝
弘
は
父
の
跡
を
継
い
で
二
代
目
三
竹
と
号
し
て
、
彼
の
息
子
三
代
目
勝
躬

も
父
と
同
じ
く
三
竹
と
号
し
て
祖
業
を
継
承
し
ま
し
た
。

　
三
代
目
は
、
歌
道
に
親
し
み
伴
蒿
蹊
（
ば
ん
こ
う
け
い
）
を
師
と
し
て
影
響
を
受
け
、
内
池
等
室
を
盟
主
と
し
て
多
数
の

同
志
と
集
会
を
催
し
て
斯
道
の
隆
昌
に
尽
し
ま
し
た
。
三
代
目
に
四
男
二
女
あ
り
、
長
男
の
四
代
勝
義
も
三
竹
で
池
田
町

の
祖
父
の
地
で
医
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
末
弟
が
義
博
（
三
折
）
で
す
。
水
原
三
折
は
京
都
に
出
て
更
に
医
術
の
研
鑽

を
重
ね
、
二
十
才
の
頃
、
本
堂
（
内
科
）
に
宇
津
木
昆
臺
（
う
つ
き
こ
ん
だ
い
）
に
、
ま
た
海
上
随
鴎 (

う
み
が
み
ず
い
ほ
う
稲

村
三
伯) 

に
つ
い
て
蘭
学
を
修
め
ま
し
た
。
当
時
は
遠
く
長
崎
に
学
び
、
外
国
人
か
ら
直
接
そ
の
術
を
学
ん
だ
者
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
彼
は
産
科
に
志
し
賀
川
流
の
奥
劣
斉
（
お
く 

れ
っ
さ
い
）
の
門
に
入
り
ま
し
た
。
賀
川
流
産
科
は
我
が
国
に

於
け
る
進
歩
し
た
医
学
の
一
科
で
、
賀
川
玄
悦
（
か
が
わ 

げ
ん
え
つ
）
は
彦
根
の
人
で
し
た
。
彼
は
西
洋
産
科
の
術
を
考
え

な
が
ら
彼
自
身
の
経
験
に
よ
る
独
創
的
な
施
術
を
発
表
し
、
賀
川
流
産
術
は
円
熟
の
域
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
奥
劣
斉
に

義
博(

三
折)

は
学
ん
だ
の
で
す
。
義
博(

三
折)

の
家
系
は
祖
清
和
源
氏
よ
り
出
て
最
上
氏
に
仕
え
た
た
め
、
姓
を
最
上
、

又
は
母
方
の
周
防
と
称
し
た
が
、
彼
は
自
ら
最
上
氏
を
廃
し
て
新
た
に
水
原
氏
を
用
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
源
氏
の
源
の
字

を
扁
妄
に
二
分
し
た
も
の
で
（
水
原
）
当
時
の
彼
の
気
慨
と
抱
負
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
十
年
後
、一
旦
帰
郷
し
て
二
十
年
間
産
科
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
難
産
で
も
母
子
と
も
に
健
や
か
な
出
産
を
実
現

し
救
え
る
和
製
産
科
鉗
子
と
も
い
う
べ
き
器
具
を
考
え
て
、
鯨
鬚
製
の
「
探
頷
器
」（
た
ん
が
ん
き
）
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

兄
の
勝
義
は
弟
の
義
博
が
産
科
医
と
し
て
名
を
挙
げ
、
画
期
的
な
発
明
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
一
門
の
誉
と
満
足
し
て
、

息
子
の
義
貞
を
義
博
に
託
し
ま
し
た
。

　
五
代
目
の
三
竹
義
貞
は
叔
父
の
義
博(

三
折)

に
師
事
し
八
幡
に
於
て
産
科
を
専
門
と
し
ま
し
た
。
彼
は
叔
父
三
折
が
八

幡
に
在
住
中
は
勿
論
の
こ
と
、
京
都
へ
移
住
し
た
後
も
三
折
の
出
張
所
と
し
て
助
手
を
勤
め
医
業
に
精
励
し
ま
し
た
。

　
賀
川
流
産
科
は
難
産
の
胎
児
を
引
き
出
す
方
法
を
案
出
し
た
た
め
、
母
親
を
助
け
る
こ
と
は
出
来
ま
し
た
が
児
を
救
う

こ
と
は
難
く
、三
折
は
日
夜
こ
れ
を
嘆
き
刻
苦
研
究
し
て
構
思
二
十
余
年
、天
保
三
年(

1
8
3
2)

に
至
っ
て
遂
に「
探
頷
器
」

（
た
ん
が
ん
き
）
と
い
う
世
界
的
発
明
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。
後
世
、
日
本
産
科
術
は
彦
根
に
起
っ
て
八
幡
で
大
成
し
た

と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
国
内
医
界
の
嘆
賞
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
海
外
ま
で
お
よ
び
、
当
時
長
崎
出
島
に
在
住
し
て
い

た
オ
ラ
ン
ダ
医
師
は
、
こ
の
書
を
得
て
オ
ラ
ン
ダ
産
科
の
一
派
に
施
し
、
激
賞
推
奨
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
依
頼
さ
れ
、

ド
イ
ツ
ド
レ
ス
デ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
類
に
大
き
な
幸
福
を
も
た
ら
し
、
彼
の
発
明
で
あ
る
探
頷
器
そ
の
他
の
器
具
及
び
著
書
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の

師
で
あ
る
奥
劣
斉
は
、
三
折
が
探
頷
器
を
発
明
し
、
何
人
も
手
を
つ
け
な
か
っ
た
巧
妙
な
こ
の
器
械
に
且
つ
実
験
に
よ
る

偉
大
な
効
果
に
深
く
感
銘
し
、
自
ら
膝
を
屈
し
て
彼
の
門
人
帳
に
名
を
連
ね
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
探
頷
器
が
発
明
さ

れ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
生
命
は
日
本
人
の
み
な
ら
ず
世
界
人
類
幾
百
万
人
の
多
き
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
器
具
の
使
用
方
法
は
、
鯨
鬚
製
の
睡
す
い
り
ゅ
う
器
の
両
端
に
あ
る
小
孔
に
鯨
鬚
製
で
作
っ
た
円
い
紐
を
通
じ
て
、

こ
れ
で
先
端
に
輪
を
作
り
産
道
内
に
挿
入
し
て
胎
児
の
顎
に
引
っ
掛
け
、
胎
児
を
娩
出
し
ま
す
。
生
き
て
い
る
胎
児
は
も

ち
ろ
ん
死
胎
児
で
あ
っ
て
も
傷
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鯨
鬚
の
温
め
る
と
軟
化
し
、
冷
え
る
と
硬
化
す
る
性
質
を

利
用
し
た
画
期
的
な
器
具
で
し
た
。
現
在
も
難
産
の
時
に
は
こ
の
機
械
を
使
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
著
：
産
科
探
頷
図
訣
は
天
保
五
年
（
1
8
3
5
）、『
醇
生
庵
産
育
全
書
』
 12
巻
は
嘉
永
二
年
（
1
8
4
9)

に
出
版
さ

れ
て
お
り 

、
図
画
は
当
時
八
幡
に
寄
寓
し
て
い
た
日
本
画
家
の
塩
川
文
麟
（
し
お
か
わ
ぶ
ん
り
ん
）
の
筆
に

よ
る
精
緻
な
も
の
で
す
。
当
時
の
解
剖
学
、
産
科
学
の
知
識
と
、
読
み
う
る
限
り
の
西
洋
医
書
を
参
考
に

著
作
し
た
水
原
三
折
の
終
生
に
お
け
る
大
主
著
で
す
。

　
更
に
彼
は
宮
中
の
御
用
を
仰
付
け
ら
れ
、
光
格
天
皇
よ
り
菊
花
御
紋
章
の
使
用
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

十
六
菊
の
花
芯
に
五
三
の
桐
を
抱
い
た
紋
を
用
い
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
壮
年
期
以
降
は
京
都
に
居
住

し
、
八
幡
の
医
療
は
甥
の
勝
義
に
任
せ
元
治
元
年(

1
8
6
4
）
83
歳
で
没
し
ま
し
た
。

名
医
　
水
原
三
折
（
み
ず
は
ら
　
さ
ん
せ
つ
）
池
田
町

ク
イ
ズ

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

　
頂
き
ま
す
。

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊　／近江八幡の歴史第 5巻　近江八幡市刊／ウィキペディア

答え…船木町
船木町 W・Rさん
鷹飼町     I・Kさん
若葉町 S・Kさん
土田町 T・Hさん
中村町     S・Mさん

当選者発表

抽
選
で
五
名
様
に
「
八
幡
堀
絵
は
が
き
」
と

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
袋
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
◆
名
医
　
水
原
三
折
（
み
ず
は
ら  

さ
ん
せ
つ
）
は
ど
こ
の
生
ま
れ
で
し
ょ
う
か
。

女性の元気が未来を築く
会員募集中

近江八幡商工会議所女性会　

〒523-0893 近江八幡市桜宮町 231-2　
TEL (0748)33-4141 FAX (0748)32-0765
近江八幡商工会議所女性会（担当：古賀まで）
営業時間  8：30～17：15 　 （土日祝を除く）

私達の町は私達の力で何かお役に立つ事、
地域活性化の為にいっしょに楽しい事や
活動をやりませんか。
女性の力は逞しく、みんなが笑顔で暮せ
る町に、新しい人の和を築きながら、心
豊かな暮らしとかぎりなく商（あきない）の
交りをひろげて、理想は高く進みます。

私達の町は私達の力で何かお役に立つ事、
地域活性化の為にいっしょに楽しい事や
活動をやりませんか。
女性の力は逞しく、みんなが笑顔で暮せ
る町に、新しい人の和を築きながら、心
豊かな暮らしとかぎりなく商（あきない）の
交りをひろげて、理想は高く進みます。

近江八幡商工会議所の
会員事業所の女性経営者・
経営者の妻または家庭で経営に関与している
女性、職務上要職にある女性いずれかを満
たす方であれば年齢を問いません。
女性会事務局までご連絡ください。

近江八幡商工会議所の
会員事業所の女性経営者・
経営者の妻または家庭で経営に関与している
女性、職務上要職にある女性いずれかを満
たす方であれば年齢を問いません。
女性会事務局までご連絡ください。
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お問い合せ



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束                  
洗剤、チケット等   締 切 1月31日迄

お誕生日・記念日 花束プレゼント（2月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース）    5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊

20名様

20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

発行：ほのぼの通信　㈲ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

3 月 4 日迄

4月14日迄

湖国の作家、アーティストを応援しています ! お気軽にご相談ください。

〒523-0894  滋賀県近江八幡市中村町 20 番地
（株式会社ダイゴ本社ビル１F) TEL0748-33-4181( 中川 )

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時
◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ） 
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール
　音響、テーブル（展示台）8脚／椅子20脚／
　展示用ワイヤー20本　他

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安らぎとくつろぎを
感じとれるように設計されています。

照明設備、音響設備等も用意されており、様 な々目的に
対応できるようなスペースになっています。

ギャラリー部

2019年度貸しギャラリー 予約賜り中！

～

お問い合わせ
〒523-0893　近江八幡市桜宮町 231-2　
TEL(0748)33-4141 FAX(0748)32-0765
近江八幡商工会議所女性会（担当：古賀まで）
営業時間  8：30～17：15（土日祝を除く）

おだいり様とおひな様の格好で
写真を撮りませんか！
おだいり様とおひな様の格好で
写真を撮りませんか！

氏名

住所
保護者名

年齢　　　　　　　　　男　女

連絡先

申
込
書

※２名以上の場合は余白にご記入ください。希望時間　　　　時

２月 16 日のひなまつりメニューコンテスト
の入賞者の写真とレシピの展示を
行います。是非ご覧ください！

長くつ下のピッピの世界展
リンドグレーンが描く北欧の暮らしと子どもたち  
　美術館「えき」KYOTO  ジェイアール京都伊勢丹７階隣接

北野天満宮 信仰と名宝  天神さんの源流

　京都文化博物館


